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公益社団法人全国市有物件災害共済会 

令和３年度７月臨時理事会議事録 

 

１ 理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

議案第９号 代表理事の選定及び常務理事の決定について 

 三冨吉浩氏を代表理事（常務理事）に選定する。 

議案第１０号 顧問の選任について 

清水富雄氏を顧問に選任する。 

  議案第１１号 東海地区協議会会長の選任について 

杉野みどり氏を東海地区協議会会長に選任する。 

２ 理事会の決議があったものとみなされた事項の提案者 

  福田紀彦理事長 

３ 理事会の決議があったものとみなされた日 

令和３年７月５日（月） 

４ 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 

  福田紀彦理事長、高橋徹理事長職務代理者、三冨吉浩常務理事 

 

令和３年６月２５日、福田紀彦理事長が、現在の理事１９名（提案日現在における理

事総数（２０名）から、議案の提案者である福田紀彦理事長１名を除いた理事数）及

び監事２名の全員に対して、理事会の決議の目的である事項について、議案に係る提

案書を電磁的記録によって送信（石川哲治監事へは書面を郵送）した。この提案書中

に、議案の提案者（福田紀彦理事長）を除く理事全員の同意の意思表示及び監事全員

の異議を述べない旨の意思表示の返信が返信先に到達した日を、理事会等運営規程第

８条の「提案を可決する旨の理事会の議決があったものとみなす」旨を記載した。 

当該提案に対し、令和３年７月５日までに、理事の全員（１９名）から同意する旨の

意思表示、及び監事の全員（２名）から異議がない旨の意思表示を、書面又は電磁的

記録により「顧問の選任等に係る御提案について（回答）」に記載した返信先へ到達

したことを確認したので、定款第３４条第２項及び理事会等運営規程第８条（決議の

省略）に基づき、当該議案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなされた。 

以上のとおり、理事会の決議があったものとみなされたことを明確にするため、この

議事録を作成し、議事録作成者が記名押印する。 

 

令和３年７月５日 

 

 

 

 



 

理事長 

 

理事長職務代理者 

 

常務理事 

福 田 紀 彦 

 

高 橋   徹 

 

三 富 吉 浩 
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